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要 約

ヒノキ人工林の木材生産機能を損なわずに，林床で生育する植物群を資源植物として活用する可能性を検

討することを目的に，ヒノキ人工林における植生調査を計54林分で行い，出現植物の有用性に関するデータ

ベースを作成した。出現した153種のうち78種（出現種数の51％）が資源植物に該当した。幹・枝が材として

有用である植物は60種（同39％）であったが，現時点では，個体サイズが小さいために用材や薪炭材として

の活用は困難であると考えられた。花実，葉，根などが利用可能な植物は57種（同37％）あり，ヒノキ人工

林における資源植物としての活用が期待された。
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は じ め に

近年，生物多様性条約やモントリオールプロセス

の締結に従い，生物多様性を重視した人工林経営が

重視されるようになった 。人工林における生物多

様性は高くないと認識されてきたが，間伐等の森林

管理を適切に行うことによって，より多くの木本植

物や草本植物の侵入を可能にし，共存させることが

可能となる 。

植物の中には材木以外にも，食料や医薬品として

経済的に有用な資源植物が含まれる 。日本の中

山間地域では樹木の使いかたが種ごとに異なり，そ

の利用方法が伝統的に受け継がれてきた 。

1992年の地球サミットにおける環境と開発の関する

リオ宣言およびアジェンダ21（地球再生のための行

動計画）の中でも薬用生物資源の保存，保護，およ

び研究開発の重要性が指摘された 。一方，イギリ

スでは伝統的な資源植物の再活用に期待がなされて

おり，これらをマネージメントしていく手法の開発

が求められている 。したがって，より多様な植物

相を含む人工林を経営していけば，そのなかで林木

以外の副産物として，資源植物を食料や医薬品とし

て産出できる可能性がある。

もともと用材生産を主目的とした森林経営には数

十年の時間が必要とされるので，その期間に国際経

済や社会構造の変化が起きた場合には，想定してい

た収入が十分に得られなくなるリスクを含んでいる。

日本においても，より短期的に収穫・販売が可能な

資源植物を森林経営に取り込むことによって，生物

多様性に配慮しつつ，地域の独自性を反映しながら，

これらのリスクを軽減することが可能になると考え

られる。しかしながら，人工林に出現する植物種の

なかに，どの程度，資源植物が含まれるのかは明ら

かにされていない。本研究では信州大学附属AFC

手良沢山演習林におけるヒノキ人工林に出現した植

物を対象に，資源植物データベースを作成し，その

利用可能性を検討した。

調査地と方法

１．調査地

信州大学農学部附属AFC手良沢山演習林（35°

53′27″Ｎ，138°2′39″Ｅ）のヒノキ人工林150 を対

象に，林齢，植栽密度，地位が異なる54林分を抽出

した。これらの林分は標高1050ⅿから1250ⅿの範囲

に位置し，土壌はB からB を示す。また，林齢

は24年生から85年生， 植栽密度は310本/ から

3100本/ ，平均樹高は10.8ⅿから24.7ⅿの範囲に

ある 。ただし，間伐直後の植生動態の影響 を避

けるため，間伐後10年以上を経過した林分のみを対

象とした。

２．植生調査

54林分を対象に，植物社会学的手法による植生調

査を行った。林分を高さ1.5ⅿ未満の林床層，高さ

1.5ⅿから６ⅿまでの低木層，およびヒノキによっ
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て構成される林冠層にわけた。林床層については１

ⅿ×１ⅿの方形区を３ヵ所，低木層については10

ⅿ×10ⅿの方形区を１か所，それぞれ設け，出現す

るシダ植物以上の高等植物を対象に種名と被度を調

査した。

３．資源植物データベースの作成

出現した植物種を木本，木本つる，草本，草本つ

る，シダに区分した。出現した全ての種を対象とし

て，利用方法に言及した図書，図鑑 を用

いて，資源植物としての有用性を調べた。このとき，

植物の器官に応じて利用方法が異なることから，

花・実，葉，根，幹枝に区分した。さらに幹枝につ

いては，材（用材，薪炭材および原木を含む）とそ

の他の利用を区分した。

結 果

１．植生調査

植生調査の結果，木本82種，木本つる９種，草本

54種，草本つる６種，シダ植物15種，総計153種が

ヒノキ人工林に出現した。木本82種のうち，低木層

のみに出現する種は53種，林床層のみに出現する種

は64種，低木層と林床層に出現する種は35種であっ

た。

２．資源植物データベース

153種について器官別に用途をまとめ，資源植物

データベースとした（表１）。何らかの利用方法が

ある種は，木本67種（74％），草本10種（22％），シ

ダ１種（８％）と，シダではオウレンシダ（葉，食

用）以外は利用できるものがなかった（表２）。木

本，草本，シダの３タイプで有用となる比率は木本

が大きく（表２，Fisherの正確確率検定， p＜

0.001），また，シダを除いた木本と草本の比 でも

木本が大きかった（ ＝37.48，ｐ＜0.001）。一方，

花実，葉，根のいずれかが有用である種数は，木本

46種（51％），草本10種（20％），シダ１種（８％）

であった。木本，草本，シダの３タイプで有用とな

る比率は木本が大きく（表２，Fisherの正確確率

検定， p＜0.001），また，シダを除いた木本と草本

の比 でも木本で大きかった（ ＝12.57， p＜

0.001）。

花・実の用途として，食用（生食，果実酒を含む

27種）のほか，薬用（クロモジ，ヤマグワ，サン

ショウ，ホオノキ，コブシ，タムシバ等13種），香

料（コブシ，タムシバ，クロモジ），染料（タニガ

ワハンノキ，クヌギ，キブシ），蝋（ヤマウルシ，

ハクウンボク），油脂（カヤ，イヌガヤ，アブラ

チャン，ブナ），漁猟用の毒（エゴノキ）などが挙

げられた（表３）。植物タイプでみると木本34種

（37％），草本７種（14％）となり，草本植物の利

用可能性が低かった（表２， ＝8.54， p＝0.003）。

葉の用途として，食用（新芽を含む31種）のほか，

薬用（ヤマグワ，クリ，ウツギ，オオバコ，オケ

ラ），香料（クロモジ，ヒノキ，アカマツ），染料

（ヤマウルシ，ヌルデ，カラコギカエデ，クヌギ，

ソヨゴ）が挙げられた（表３）。植物タイプでみる

と木本30種（33％），草本10種（20％）となり，両

者の違いは有意ではなかった（表２， ＝0.0014，

p＝0.970）。

根の用途として，食用（ツルニンジンの地下茎），

薬用（ヤマグワ，クサギ，エンレイソウ），香料

（ヒノキ），染料・塗料（ウワミズザクラ，アカマ

ツ）が挙げられた（表３）。植物タイプでみると木

本５種（５％），草本２種（４％）となり，両者の

違いは有意でなかった（表２，フィッシャーの正確

確率検定， p＝1.000）。

材としての幹枝は，建築材，器具材等の用材（59

種，出現した木本植物種の65％）のほか，薪炭材な

どの燃材（43種，同47％），シイタケほだ木などの

原木材（６種，同７％）が挙げられた（表３）。一

方，材以外の幹枝の用途として，薬用（カラコギカ

エデ，サンショウ，ニガキ，ホオノキ，コブシ，ウ

ツギ，アオダモ，サルナシ等10種），香料（イタヤ

カエデ，タムシバ，クロモジ），染料（ヌルデ，タ
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図１ 調査地概要

○は調査プロットを示す。
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

モ
ミ

A
bi
es
 fi
rm
a

マ
ツ
科

モ
ミ
属

【
材
】
建
築
材
（
天
井
板
・
戸
板
・
戸
障
子
・
小
框
・
襖
や
屛
風
の
骨
）［

1,
3］

/器
具
材
（
家

具
・
箪
笥
・
箱
類
・
戸
棚
・
仏
壇
・
神
具
・
米
櫃
・
折
箱
・
茶
道
具
箱
・
ひ
な
箱
・
曲
物
・
梯

子
・
碁
盤
・
将
棋
盤
・
友
禅
染
板
・
蒲
鉾
板
・
粉
板
・
張
板
・
俎
板
・
塗
看
板
・
京
人
形
・
羽
子

板
・
玩
具
・
箸
・
漆
器
板
物
木
地
・
セ
メ
ン
ト
樽
・
鍬
の
台
・
葬
具
・
棺
・
塔
婆
等
）［

1,
3］

/

船
材
［
1,
3］

/下
駄
材
［
1,
3］

/包
経
木
材
［
1,
3］

/包
装
箱
材
（
茶
箱
・
そ
う
め
ん
箱
）

［
1,
3］

/パ
ル
プ
［
1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
（
鍛
冶
用
木
炭
）［

1,
3］

【
そ
の
他
】
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
［
3］

【
枝
条
】
編
筏
用
の
捻

木
［
1］

木
本

ア
カ
マ
ツ

P
in
u
s 
d
en
si
fl
or
a

マ
ツ
科

マ
ツ
属

【
新
芽
】
茶
［
8］

/強

壮
剤
の
原
料
［
1］

/香

料
［
1］

/枯
【
葉
】
燃

料
［
1］

【
根
を
不
完
全
燃
焼
さ

せ
て
作
っ
た
ス
ス
】

墨
/イ

ン
ク
/黒

板
塗

料
/テ

レ
ビ
ン
油
/タ

ー

ル
［
1,
3］

【
材
】
建
築
材
（
梁
・
桁
・
敷
居
・
棟
・
鴨
居
・
根
太
・
垂
木
・
庄
柱
・
羽
目
板
・
屋
根
板
・
建

具
・
敷
板
等
）［

1,
3］

/器
具
材
（
家
具
類
・
机
・
指
物
・
椅
子
・
仏
壇
・
打
台
・
臼
・
細
工

台
・
枠
組
井
戸
側
・
そ
り
・
木
馬
・
木
型
・
模
型
・
盆
・
茶
托
・
杓
子
・
玩
具
・
曲
物
・
羽
子

板
・
京
人
形
・
巻
煙
草
入
・
箱
類
・
桶
樽
類
・
風
呂
桶
・
た
ら
い
・
セ
メ
ン
ト
樽
・
酒
樽
・
棺
・

葬
具
等
）［

1,
3］

/機
械
材
（
木
綿
機
）［

1,
3］

/楽
器
材
（
太
鼓
の
胴
・
オ
ル
ガ
ン
の
枠
）

［
1,
3］

/土
木
用
材
（
橋
梁
・
基
礎
杭
・
道
路
敷
木
・
枕
木
・
坑
木
・
水
道
の
樋
・
そ
の
他
土
工

用
）［

1,
3］

/農
機
具
材
［
1,
3］

/船
舶
材
［
1,
3］

/車
輌
材
［
1,
3］

/彫
刻
材
（
木
像
等
）

［
1,
3］

/包
装
箱
材
［
1,
3］

/マ
ッ
チ
箱
［
1,
3］

/マ
ッ
チ
軸
木
［
1,
3］

/合
板
［
1,
3］

/パ
ル

プ
［
1,
3］

/木
毛
（
陶
器
・
ガ
ラ
ス
な
ど
の
製
品
を
包
む
と
き
つ
め
る
）
/テ

レ
ビ
ン
油
・
タ
ー

ル
［
1］

/材
を
薄
く
は
い
で
縄
を
作
る
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
（
瀬
戸
焼
・
鍛
冶
炭
・
瓦
焼
き
等
）

【
生
木
の
辺
材
】
松
縄

［
3］

松
明
［
3］

木
本

カ
ヤ

T
or
re
ya
 n
u
ci
fe
ra

イ
チ
イ
科

カ
ヤ
属

【
実
】
カ
ヤ
糖
（
実
を

炒
っ
て
砂
糖
で
固
め
て

作
る
）［

8,
3］
【
種
子

の
油
脂
】
燈
用
/頭

髪

用
/駆

虫
薬
［
3］

【
材
】
建
築
材
（
土
台
・
浴
室
用
材
・
床
柱
・
縁
板
）［

3］
/碁

盤
，
将
棋
盤
，
将
棋
駒
［
3］

/

器
具
材
（
桶
類
・
風
呂
桶
・
漆
器
木
地
・
箱
類
・
算
盤
玉
・
数
珠
・
木
櫛
・
洋
傘
の
柄
・
大
鍬
の

台
）［

3］
/家

具
材
（
箪
笥
・
椅
子
等
）［

3］
/彫

刻
材
（
仏
像
・
木
象
嵌
・
寄
木
細
工
）

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
3］

木
本

イ
ヌ
ガ
ヤ

C
ep
h
al
ot
ax
u
s 
h
ar
ri
n
gt
on
ia

イ
ヌ
ガ
ヤ
科

イ
ヌ
ガ
ヤ
属

【
種
子
の
油
脂
】
燈

火
/
頭
髪
に
用
い
る

［
1,
3］

【
材
】
建
築
材
（
床
縁
等
）［

3］
/器

具
（
碁
盤
・
家
具
・
小
細
工
物
・
杵
・
畚
用
・
手
綱
の
わ

く
・
牛
の
鼻
輪
等
）［

3］
/土

木
用
材
（
土
木
用
・
鉄
道
枕
木
等
）［

3］
/旋

作
用
材
（
ロ
ク
ロ
細

工
等
）
,器

具
材
［
3］

/旋
削
物
/小

細
工
物
［
3］

【
燃
材
】
薪
炭
用
［
1］

【
枝
条
】
木
炭
包
装
に

用
い
る

木
本

ヒ
ノ
キ

C
h
am
ae
cy
pa
ri
s 
ob
tu
sa

ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ
属

【
葉
】
香
油
［
1］

【
根
】
香
油
［
1］

【
材
】
建
築
材
（
社
殿
造
営
・
床
柱
・
柱
・
門
柱
・
梁
木
・
天
井
廻
・
天
井
板
・
欄
間
・
敷
居
・

鴨
居
・
椽
板
・
湯
屋
流
し
・
建
具
類
・
床
廻
り
・
縁
甲
板
・
戸
障
子
・
襖
縁
・
屋
根
板
・
土
台
・

洋
風
建
築
用
・
装
飾
用
等
）［

1,
3］

/器
具
材
（
和
洋
家
具
類
・
指
物
・
机
・
戸
棚
・
一
閑
張
・

仏
壇
・
仏
具
・
箪
笥
・
長
持
・
漆
器
木
地
類
・
春
慶
塗
木
地
・
箸
・
飯
器
・
櫃
・
額
縁
・
曲
物
・

曲
輪
・
看
板
・
図
板
・
表
具
板
・
俎
・
刷
子
木
地
・
把
柄
類
・
木
槌
・
鋸
柄
・
錐
柄
・
左
官
鏝

型
・
洋
傘
柄
・
太
鼓
打
棒
・
荷
棒
・
梯
子
・
各
種
模
型
・
宮
殿
模
型
・
鋳
型
・
帽
子
型
・
提
灯
張

型
・
木
釘
・
製
糸
用
枠
・
箱
類
・
小
箱
・
箱
宮
・
札
箱
・
檜
笠
・
桶
類
・
風
呂
桶
・
釣
瓶
・
水
道

桶
・
呑
口
捻
・
浮
子
・
祭
葬
具
・
神
籬
台
・

束
案
・
幣
案
・
辛
櫃
・
蓮
台
・
燈
明
台
・
香
爐

台
・
塔
婆
・
位
牌
・
棺
等
）［

1,
3］

/機
械
材
（
織
機
・
井
戸
筒
・
度
量
器
・
枡
類
等
）
/土

木
用

材
（
橋
梁
土
木
・
足
場
丸
太
等
）［

1］
/船

舶
材
（
帆
柱
・
オ
ー
ル
等
）［

1,
3］

/車
輌
材
（
鉄

道
・
電
車
用
車
輌
等
）［

1,
3］

/彫
刻
材
（
仏
像
・
仮
面
・
置
物
・
堂
営
建
築
物
・
指
物
類
・
奈

良
人
形
等
）［

1,
3］

/枕
木
材
［
1］

/旋
作
材
（
屋
根
飾
・
窓
掛
軸
・
階
段
親
柱
・
電
気
台
・
宮

殿
の
擬
宝
珠
等
）［

1,
3］

/櫛
材
［
1,
3］

/経
木
材
［
1,
3］

/マ
ッ
チ
軸
［
1,
3］

/木
材
/パ

ル
プ

材
［
1,
3］

/香
油
［
1］

【
生
木
の
辺
材
】
縄
を

作
り
（
檜
縄
）
鵜
飼
の

縄
・
釣
瓶
縄
・
錨
縄
・

船
舶

等
に
使
用

［
1,
3］

/屋
根
茸
材
料

［
1］

【
靱
皮
繊
維
】
縄
を
作

り
風
呂
桶
・
船
舶
な
ど

の
隙
間
に
詰
め
物
と
し

て
用
い
水
漏
れ
を
防
ぐ
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

ホ
オ
ノ
キ

M
ag
n
ol
ia
 h
yp
ol
eu
ca

モ
ク
レ
ン
科

モ
ク
レ
ン
属

【
果
実
】
腹
痛
止
め

［
1］

【
葉
】
物

を
包

む

［
1,
9］

【
材
】
建
築
材
（
戸
障
子
な
ど
建
具
）
/［

1,
3,
9］

器
具
材
（
漆
器
木
地
・
重
箱
・
硯
箱
・
揃
い

椀
・
惣
輪
膳
・
角
盆
・
火
鉢
縁
・
刀
剣
白
鞘
・
扇
骨
・
将
棋
駒
・
木
魚
・
額
縁
・
刃
物
鞘
・
農

具
・
模
型
・
鋳
型
・
刷
子
木
地
・
杓
子
枠
・
絲
巻
枠
・
浮
子
・
刻
板
・
製
図
板
・
裁
物
板
・
油
絵

の
ス
ケ
ッ
チ
板
・
俎
板
・
張
板
・
蒲
鉾
板
・
コ
タ
ツ
ヤ
グ
ラ
・
写
真
焼
枠
・
箱
類
・
把
柄
類
・
鉋

丁
柄
・
傘
の
柄
・
洋
傘
の
柄
・
槌
の
柄
・
ピ
ン
ポ
ン
ラ
ケ
ッ
ト
・
バ
ッ
ト
・
曲
物
・
印
刷
具
・
寄

木
・
指
物
・
木
象
嵌
・
紡
績
用
木
管
の
翼
・
そ
の
他
諸
器
物
等
）［

1,
3,
9］

/楽
器
材
（
ピ
ア

ノ
・
オ
ル
ガ
ン
・
風
琴
の
鍵
盤
お
よ
び
外
囲
・
琵
琶
の
胴
・
目
琴
の
胴
等
）［

1,
3,
9］

/機
械
材

（
度
衡
器
・
織
機
・
測
板
・
定
規
・
輪
尺
・
時
計
枠
等
）［

1,
3,
9］

/船
舶
材
（
船
具
お
よ
び
艪

腕
等
）［

1,
3］

/彫
刻
材
（
置
物
・
印
版
・
仏
壇
の
欄
間
・
小
仏
像
・
木
魚
等
）［

1,
3,
9］

/旋
作

材
（
挽
物
・
木
管
・
土
瓶
敷
等
）［

1,
3］

/下
駄
材
（
下
駄
・
下
駄
の
歯
［
1,
3,
9］

/経
木
材

［
1,
3］

/包
装
箱
材
［
1,
3］

/マ
ッ
チ
軸
木
材
［
1,
3］

/鉛
筆
材
［
1,
3］

/附
木
材
等
［
1,
3］

/

模
擬
材
（
桜
・
黒
壇
・
黒
柿
・
桑
・
も
み
じ
等
）［

1,
3］

/製
紙
原
料
［
9］

/線
香
原
料
［
9］

【
原
木
】
エ
ノ
キ
タ
ケ
栽
培
原
木
［
9］

【
樹
皮
】
生
薬
（
和
厚

朴
）
→
収
れ
ん
・
利

尿
・
去
痰
［
9］

/漢
方

（
厚
朴
麻
黄
湯
・
半
厚

夏
朴
・
大
承
気
湯
）
→

気
管
支
喘
息
［
9］

/健

胃
・

下
痢

止
め

［
1,
3］

/染
料
［
9］

/

防
虫
剤
［
1
,
3
］
【
木

灰
】
漆
器
・
金
属
・
石

類
の
細
工
研
磨
［
3,
9］

木
本

コ
ブ
シ

M
ag
n
ol
ia
 k
ob
u
s

モ
ク
レ
ン
科

モ
ク
レ
ン
属

【
花
の
蕾
】
漢
方
原

料
/
民
間
薬
［
8
,
1
］

【
花
】
香
水
の
原
料

［
1］

【
材
】
小
物
の
器
具
/玩

具
/漆

器
木
地

皮
つ
き
丸
太
：
茶
室
の
床
柱
［
9］

建
築
材
（
床
柱
）
/

器
具
材
（
截
板
・
俎
板
・
図
板
・
杓
子
・
箸
・
塗
物
木
地
・
刀
剣
の
鞘
等
）
/楽

器
材
/船

舶
材

（
水
棹
等
）
/彫

刻
材
（
印
刷
等
）
/旋

作
材
/下

駄
材
/経

木
材
/マ

ッ
チ
軸
木
材
/薪

炭
材
（
金
銀

琢
磨
用
の
木
炭
を
製
す
る
）
/鉛

筆
材
［
1］

小
物
器
具
材
/玩

具
/漆

器
素
地
/薪

炭
材
/鉛

筆
材
/

割
り
箸
材
/皮

付
き
丸
太
：
床
柱
/垂

木
［
3］

【
樹
皮
】
薬
用
［
1］

/

糸
代
用
［
1］
【
木
灰
】

金
銀
銅
研
磨
用
［
3］

木
本

タ
ム
シ
バ

M
ag
n
ol
ia
 s
al
ic
if
ol
ia

モ
ク
レ
ン
科

モ
ク
レ
ン
属

【
つ
ぼ
み
】
生
薬
辛
夷

の
原
料
［
9］

【
葉
】
香
水
の
原
料

［
1］

【
材
】
器
具
材
（
杓
子
・
俎
板
・
截
板
・
機
道
具
小
細
工
等
）［

1］
【
枝
条
】
香
水
の
原
料

［
1］

木
本

フ
カ
ギ
レ
オ
オ
モ
ミ
ジ

A
ce
r 
am
oe
n
u
m

カ
エ
デ
科

カ
エ
デ
属

木
本

ウ
リ
カ
エ
デ

A
ce
r 
cr
at
ae
gi
fo
li
u
m

カ
エ
デ
科

カ
エ
デ
属

【
材
】
器
具
材
（
家
具
・
机
・
箱
類
・
箸
・
楊
枝
・
玩
具
等
）［

3,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3］

【
樹
皮
繊
維
】
縄
/笠

［
9］

【
樹
液
】
抄
紙
用
糊
料

［
1,
9］

木
本

カ
ラ
コ
ギ
カ
エ
デ

A
ce
r 
gi
n
n
al
a

カ
エ
デ
科

カ
エ
デ
属

【
新
葉
】
茶
の
代
用

（
マ
イ
ラ
茶
）［

1,
9］

【
茎
葉
】
染
料
［
1,
3］

【
材
】
箱
材
/施

作
材
［
1,
3,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
3］

【
樹
皮
の
煎
液
】
目
薬

［
9］

【
樹
皮
】
抄
紙
糊
料

［
1,
3,
9］

木
本

コ
ミ
ネ
カ
エ
デ

A
ce
r 
m
ic
ra
n
th
u
m

カ
エ
デ
科

カ
エ
デ
属

【
材
】
小
細
工
物
/器

具
/経

木
［
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
3］

木
本

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

A
ce
r 
m
on
o
 
M
ax
im
.

カ
エ
デ
科

カ
エ
デ
属

【
材
】
建
築
材
（
柱
・
装
飾
用
等
）［

1,
3］

/器
具
材
（
刀
柄
・
刀
鞘
・
農
具
の
柄
・
天
秤
棒
・

把
柄
類
・
銃
台
・
橇
・
槌
・
農
具
・
杓
子
・
土
工
具
・
楔
・
漆
器
木
地
・
硝
子
木
型
・
紡
績
用
木

管
・
机
・
盆
・
靴
型
・
箱
類
・
バ
ッ
ト
・
ラ
ケ
ッ
ト
・
洋
家
具
・
指
物
・
ス
キ
ー
・
経
木
等
）

［
1,
3］

/船
舶
材
（
船
室
内
の
装
飾
用
）［

1,
3］

/楽
器
（
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）［

1,
3］

/

土
木
用
材
（
枕
木
等
）［

1,
3］

/機
械
材
（
銃
板
等
）［

1,
3］

/旋
作
材
（
ロ
ク
ロ
細
工
等
）

［
1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3］

【
樹
液
】
砂
糖
（
メ
ー

プ
ル
・
シ
ロ
ッ
プ
）
/

タ
バ
コ
の
香
料
［
1,
3］

木
本

ウ
ラ
ゲ
エ
ン
コ
ウ
カ
エ
デ

A
ce
r 
pi
ct
u
m

カ
エ
デ
科

カ
エ
デ
属

【
材
】
天
然
化
粧
合
板
［
9］

/家
具
・
建
具
（
床
柱
・
内
装
材
）［

9］
/器

具
材
（
運
動
具
・
木

型
・
施
作
・
彫
刻
）［

9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
9］

【
原
木
】
ナ
メ
コ
栽
培
原
木
［
9］

木
本

コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

A
ce
r 
si
eb
ol
d
ia
n
u
m

カ
エ
デ
科

カ
エ
デ
属

【
材
】
器
具
材
（
洋
家
具
・
装
飾
用
・
机
・
箱
・
銃
台
・
農
具
柄
・
置
物
・
刀
鞘
・
指
物
・
楔
・

靴
型
・
紡
績
用
木
管
等
）［

1,
3］

/旋
作
材
［
1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3］
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

A
ce
r 
pa
lm
at
u
m

カ
エ
デ
科

カ
エ
デ
属

【
材
】
建
築
材
（
和
洋
建
築
用
・
装
飾
用
・
床
板
・
床
框
等
）［

1,
3,
9］

/器
具
材
（
洋
家
具

類
・
机
・
額
縁
・
盆
・
椅
子
・
箱
類
・
食
堂
用
諸
器
具
・
寄
木
細
工
・
木
象
嵌
・
装
飾
用
器
具
・

ラ
ン
プ
台
・
銃
台
・
碁
盤
・

木
・
石
盤
の
縁
・
漆
器
木
地
・
硝
子
木
型
・
靴
型
・
刷
毛
木
地
・

荷
棒
・
楔
・
槌
・
洋
傘
の
柄
・
シ
ャ
ベ
ル
の
柄
・
農
具
の
柄
・
爪
楊
枝
・
紡
績
用
木
管
等
）

［
1,
3］

/機
械
材
（
時
計
枠
・
銃
床
等
）［

1］
/楽

器
材
（
洋
琴
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
裏
甲
板
と
棹
・
琵
琶
の
撥
等
）［

1,
9］

/船
艦
材
［
1］

/車
輌
材
［
1］

/旋
作
材
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
樹
液
】
か
え
で
糖

［
9］

木
本

ク
リ

C
as
ta
n
ea
 c
re
n
at
a

ブ
ナ
科

ク
リ
属

【
種
子
】
食
用
［
1］

い
が
を
日
干
し
し
た
も

の
の
煎
汁
：
炎
症
・
や

け
ど
・
た
だ
れ
の
冷
湿

布
［
9］

【
葉
の
煎
汁
】
炎
症
・

や
け
ど
・
た
だ
れ
の
冷

湿
布
［
9
］
/
天
蚕
用

［
1］

【
材
】
建
築
材
（
床
柱
・
柱
・
土
台
・
違
え
棚
・
手
摺
・
屋
根
板
・
床
板
・
湯
殿
板
・
溝
板
・
流

し
板
・
名
栗
丸
太
・
神
垣
柱
・
洋
風
建
築
用
等
）［

1,
3,
9］

/器
具
材
（
家
具
類
・
箪
笥
・
針

箱
・
書
棚
・
洋
家
具
・
額
縁
・
椅
子
・
火
鉢
・
食
卓
・
煙
草
盆
・
位
牌
・
衣
桁
・
帽
子
掛
・
ソ

リ
・
馬
鞍
骨
・
箱
類
・
紡
績
用
木
管
・
桶
樽
類
・
ビ
ー
ル
樽
・
ブ
ド
ウ
酒
樽
・
把
柄
類
・
洋
傘
の

柄
・
鎌
の
柄
・
膳
・
漆
器
木
地
・
硯
箱
・
盆
・
椀
類
等
）［

1,
3,
9］

/土
木
用
材
（
鉄
道
枕
木
・

鉱
山
用
支
柱
・
土
木
用
杭
・
橋
梁
・
水
工
用
等
）［

1,
3,
9］

/船
舶
材
（
船
の
舵
・
櫂
・
船
艦
用

曲
材
等
）［

1,
3,
9］

/車
輌
材
（
車
輌
等
）［

1,
3,
9］

/彫
刻
材
［
1,
3,
9］

/旋
作
材
［
1,
3,
9］

/

下
駄
材
［
1,
3,
9］

/木
材
を
水
ま
た
は
土
中
に
埋
め
黒
変
し
た
も
の
を
針
箱
・
鏡
台
等
に
加
工
す

る
［
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
（
鍛
冶
用
炭
）［

1,
3］

【
原
木
】
椎
茸
原
木
等
［
1,
3,
9］

【
樹
皮
の
煎
汁
】
炎

症
・
や
け
ど
・
た
だ
れ

の
冷
湿
布
［
9］

/丹
波

布
の
染
色
・
漁
網
染
料

［
1,
3,
9］
【
枝
条
】
海

苔
粗
朶
お
よ
び
護
岸
用

粗
朶
［
1］

木
本

ブ
ナ

F
ag
u
s 
cr
en
at
a

ブ
ナ
科

ブ
ナ
属

【
実
】
食
用
［
9,
8,
1］

堅
果
：
油
を
燃
料
と
す

る
［
1］

【
材
】
建
築
材
（
鴨
居
・
床
板
・
フ
ァ
イ
パ
ー
ボ
ー
ド
）［

1,
3］

/器
具
材
（
洋
家
具
・
家
具
・

机
・
ド
ア
・
椅
子
・
食
卓
・
膳
・
椀
・
盆
・
鉢
類
・
漆
器
木
地
・
盃
・
菓
子
盆
・
重
箱
・
硯
箱
・

飯
び
つ
・
杓
子
・
へ
ら
・
玩
具
・
運
動
用
具
・
木
銃
・
唖
鈴
・
鏡
台
・
棍
棒
・
ラ
ケ
ッ
ト
・
把

柄
・
農
具
の
柄
・
土
工
具
の
柄
・
洋
杖
・
洋
傘
の
柄
・
鍬
の
柄
・
木
鋤
・
指
物
・
曲
木
細
工
・

杖
・
帽
子
掛
・
リ
ン
ゴ
箱
・
ミ
ル
ク
箱
な
ど
各
種
箱
・
荷
棒
・
臼
・
ソ
リ
・
雪
か
き
・
乗
馬
鞍

馬
・
靴
型
・
硝
子
木
型
・
刷
子
木
地
・
紡
績
用
木
管
・
裁
縫
台
・
算
盤
枠
等
）［

1,
3,
9］

/機
械

材
（
銃
板
・

・
絲
繰
機
械
等
）［

1,
3,
9］

/土
木
用
材
（
鉄
道
枕
木
・
杭
木
）［

1,
3,
9］

/船
舶

材
（
か
い
漁
船
の
底
等
）［

1］
/車

輌
材
（
車
輪
・
荷
車
）［

1,
9］

/下
駄
材
（
下
駄
の
歯
）

［
1］

/旋
作
材
（
挽
物
）［

1,
9］

/マ
ッ
チ
軸
木
材
［
1］

/ベ
ニ
ヤ
板
［
1,
3,
9］

/パ
ル
プ
材

［
1,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3］

【
原
木
】
ナ
メ
コ
栽
培
原
木
［
9］

【
樹
皮
】
染
料
［
1］

木
本

ク
ヌ
ギ

Q
u
er
cu
s 
ac
u
ti
ss
im
a

ブ
ナ
科

コ
ナ
ラ
属

【
実
】
澱
粉
：
餅
・
飴

に
加
工
［
9］

【
果
皮
】
黄
褐
色
染
料

［
3,
9］

【
殻
斗
】
染
料
/鞣

皮

用
［
1］

【
葉
】
黒
色
・
褐
色
・

濃
緑
色
染
料
［
9］

【
若
葉
】
ヤ
マ
マ
イ
の

原
料
［
1］

【
材
】
器
具
材
（
把
柄
類
・
ソ
リ
・
籾
臼
の
歯
・
桶
類
等
）［

1,
3,
9］

/車
輌
材
（
車
軸
・
水
車

用
等
）［

1,
3,
9］

/船
舶
材
（
艫
腕
）［

1,
3,
9］

/下
駄
材
［
1］

/杭
・
漁
網
の
張
杭
等
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
9］

【
原
木
】
椎
茸
栽
培
原
木
［
1,
3］

【
樹
皮
を
日
干
し
し
た

も
の
】
慢
性
発
疹
・
ア

レ
ル
ギ
ー
・
慢
性
気
管

支
炎
の
治
療
薬
［
9］

【
樹
皮
】
染
料
/鞣

皮

用
［
1,
3］

木
本

ミ
ズ
ナ
ラ

Q
u
er
cu
s 
cr
is
pu
la

ブ
ナ
科

コ
ナ
ラ
属

【
実
】
澱
粉
が
あ
り
食

用
に
す
る
［
1,
9］

【
材
】
建
築
材
（
室
内
装
飾
用
・
床
板
・
窓
縁
・
階
段
・
扇
・
屋
根
板
・
腰
羽
目
板
・
手
摺
・
ベ

ニ
ア
等
）［

1,
3,
9］

/器
具
材
（
洋
家
具
・
家
具
類
・
火
鉢
・
椅
子
・
煙
草
盆
・
陳
列
棚
・
短
冊

掛
・
額
縁
・
臼
類
・
摺
臼
の
歯
・
曲
木
細
工
・
橇
・
靴
型
・
硝
子
木
型
・
運
動
用
具
・
算
盤
球
・

ラ
ケ
ッ
ト
・
ス
キ
ー
・
玉
突
台
・
把
柄
類
・
シ
ャ
ベ
ル
柄
・
農
具
類
の
柄
・
鋤
や
鍬
の
柄
・
箱

類
・
棒
類
・
樽
桶
類
・
ウ
イ
ス
キ
ー
樽
・
ブ
ラ
ン
デ
ー
樽
・
ビ
ー
ル
樽
・
葡
萄
酒
樽
・
諸
器
具

類
）［

1,
3,
9］

/土
木
用
材
（
枕
木
）［

1,
3,
9］

/楽
器
材
（
オ
ル
ガ
ン
お
よ
び
ピ
ア
ノ
の
外
囲
や

台
，
蓄
音
機
や
ス
テ
レ
オ
の
台
）［

1,
3,
9］

/船
舶
材
（
ろ
・
か
い
・
船
用
曲
木
・
船
室
内
装
飾

等
）［

1,
3,
9］

/車
輌
材
（
汽
車
や
電
車
の
車
室
内
装
飾
・
荷
車
等
）［

1,
3,
9］

/機
械
材
（
滑
車

等
）［

1,
3,
9］

/下
駄
歯
材
［
1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3,
9］

【
原
木
】
椎
茸
な
め
こ
栽
培
原
木
［
1,
3,
9］

【
樹
皮
】
煎
汁
に
楊
梅

皮
を
混
ぜ
糸
の
下
地
染

に
用
い
る
［
1,
9］

/屋

根
茸
用
［
1］
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

タ
ニ
ガ
ワ
ハ
ン
ノ
キ
（
コ

バ
ノ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
）

A
ln
u
s 
in
ok
u
m
ae

カ
バ
ノ
キ
科

ハ
ン
ノ
キ
属

【
果
実
】
黒
褐
色
染

料
/漁

網
染
料
［
9］

【
材
】
箱
材
/細

工
物
/玩

具
/雑

作
材
/薪

炭
材
/パ

ル
プ
/パ

ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
用
材
［
9］

建

築
材
（
板
等
）
/器

具
材
（
箱
類
・
下
駄
箱
・
小
細
工
物
・
椀
類
・
玩
具
・
把
柄
類
等
）
/下

駄
材

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
樹
皮
】
黒
褐
色
染

料
/漁

網
染
料
［
9］

木
本

サ
ワ
シ
バ

C
ar
pi
n
u
s 
co
rd
at
a

カ
バ
ノ
キ
科

ク
マ
シ
デ
属

【
材
】
建
築
材
（
床
柱
）［

1,
3,
9］

/器
具
材
（
農
機
具
・
洋
杖
・
洋
傘
の
柄
・
靴
型
等
）
/旋

作

材
（
漆
器
木
地
・
玩
具
）［

1,
3,
9］

/機
械
材
［
1,
3,
9］

【
原
木
】
椎
茸
原
木
等
［
1,
3,
9］

木
本

ク
マ
シ
デ

C
ar
pi
n
u
s 
ja
po
n
ic
a

カ
バ
ノ
キ
科

ク
マ
シ
デ
属

【
材
】
器
具
材
（
荷
棒
・
曲
木
椅
子
・
玩
具
・
農
具
な
ど
の
柄
・
木
管
等
）［

1,
9］

/機
械
材

［
1,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
9］

【
原
木
】
椎
茸
原
木
［
1］

木
本

ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ

C
or
yl
u
s 
si
eb
ol
d
ia
n
a

カ
バ
ノ
キ
科

ハ
シ
バ
ミ
属

【
果
実
】
食
用
［
3,
9］

【
材
】
器
具
材
（
ス
テ
ッ
キ
・
洋
傘
の
柄
・
工
具
の
柄
・
小
器
具
材
）［

3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
3］

木
本

ア
サ
ダ

O
st
ry
a 
ja
po
n
ic
a

カ
バ
ノ
キ
科

ア
サ
ダ
属

【
材
】
建
築
材
（
床
板
・
縁
側
板
・
敷
居
等
）［

1,
3,
9］

/器
具
材
（
杓
子
・
棒
類
・
柄
類
・
靴

型
・
ソ
リ
・
各
種
の
機
械
箱
・
棍
棒
・
運
動
具
・
唖
鈴
等
）［

1,
3,
9］

/船
舶
材
（
船
の
艫
等
）

［
1,
3,
9］

/枕
木
［
1,
3］

/櫛
材
［
1,
3］

/車
輌
材
［
1,
3］

/経
木
材
［
1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3］

木
本

ダ
ン
コ
ウ
バ
イ

L
in
d
er
a 
ob
tu
si
lo
ba

ク
ス
ノ
キ
科

ク
ロ
モ
ジ
属

【
実
の
仁
】
油
脂
を
朝

鮮
で
は
頭
髪
用
に
珍
重

す
る
［
9］

木
本

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン

L
in
d
er
a 
pr
ae
co
x

ク
ス
ノ
キ
科

ク
ロ
モ
ジ
属

【
熟
果
の
油
脂
】
燈
火

用
の
油
/塗

料
［
9］

【
葉
】
香
料
［
9］

木
本

ク
ロ
モ
ジ

L
in
d
er
a 
u
m
be
ll
at
a

ク
ス
ノ
キ
科

ク
ロ
モ
ジ
属

【
実
】
果
実
酒
［
8］

/

香
料
原
料
［
1］

/薬
用

［
8］

【
種
核
】
固
体
油
脂

［
9］

【
葉
】
香
料
原
料
［
1］
，

黒
文
字
油
（
芳
香
油
）

［
9］

【
材
】
器
具
材
（
小
細
工
用
・
洋
傘
の
柄
・
小
楊
子
）［

1,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
樹
皮
】
黒
文
字
油

（
芳
香
油
）［

9］

木
本

ヤ
マ
ブ
キ

K
er
ri
a 
ja
po
n
ic
a

バ
ラ
科

ヤ
マ
ブ
キ
属

木
本

ズ
ミ

M
al
u
s 
to
ri
n
go

バ
ラ
科

リ
ン
ゴ
属

【
実
】
食
用
［
3］

【
材
】
器
具
材
（
斧
等
の
柄
・
槌
・
旋
削
に
よ
る
盆
，
天
秤
棒
等
）［

1,
3,
9］

/塗
櫛
［
1,
3］

/

靴
型
［
3,
］
/小

机
［
3］

/箱
類
［
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3,
9］

【
樹
皮
】
煎
汁
を
絹
・

木
綿
の
黄
色
染
料
と
す

る
［
1,
3,
9］

木
本

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

P
ad
u
s 
gr
ay
an
a

バ
ラ
科

サ
ク
ラ
属

【
実
】
果
実
酒
/チ

ェ

リ
ー
ブ

ラ
ン

デ
ー

［
8］

/塩
漬
け
［
1,
3］

【
蕾
の
花
穂
】
食
用

［
3］

【
根
の
皮
】
鳶
色
の
染

料
［
1,
3］

【
材
】
建
築
材
（
板
類
・
内
造
作
等
）［

1］
/器

具
材
（
小
家
具
・
器
具
の
柄
・
洋
傘
の
柄
・

盆
・
漆
器
丸
物
木
地
・
橇
・
ロ
ク
ロ
細
工
・
板
・
菓
子
型
・
小
細
工
等
）［

1,
3］

/車
輌
材
（
車

台
等
）［

1］
/彫

刻
材
（
印
版
・
版
木
等
）［

1］
/旋

作
材
［
1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
剤
［
1,
3］

【
樹
皮
】
煙
草
入
れ
/

曲
物
を
縫
う
の
に
用
い

る
/
鳶

色
の

染
料

［
1,
3］

木
本

ワ
タ
ゲ
カ
マ
ツ
カ

P
ou
rt
h
ia
ea
 v
il
lo
sa

バ
ラ
科

カ
マ
ツ
カ
属

【
熟
果
】
生
食
［
1,
9］

【
材
】
農
工
具
の
柄
（
石
工
・
鍛
工
の
玄
翁
の
柄
）
/牛

の
鼻
木
/洋

傘
の
柄
/櫛

/小
細
工
物
/シ

イ
タ
ケ
ほ
だ
木
［
9］

器
具
材
（
把
柄
類
・
洋
傘
の
柄
・
鎌
の
柄
・
鍛
冶
工
・
器
具
の
柄
・
石
工
具
の
柄
・
杖
・
牛
の
鼻

輪
）［

1,
9］

/旋
作
材
［
1］

/船
舶
材
（
艪
材
）［

1］
/木

櫛
材
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
原
木
】
椎
茸
原
木
［
1］
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ

P
ru
n
u
s 
ap
et
al
a

バ
ラ
科

サ
ク
ラ
属

【
樹
皮
】
タ
バ
コ
入

れ
/笛

な
ど
を
巻
く
/曲

物
を
つ
づ
る
［
3,
9］

木
本

マ
メ
ザ
ク
ラ

P
ru
n
u
s 
in
ci
sa

バ
ラ
科

サ
ク
ラ
属

【
材
】
建
築
材
/器

具
材
/印

版
/旋

作
材
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

木
本

ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

P
ru
n
u
s 
m
ax
im
ow
ic
zi
i

バ
ラ
科

サ
ク
ラ
属

【
材
】
建
築
材
（
天
井
板
・
床
板
・
装
飾
用
造
作
等
）［

1］
/器

具
材
（
机
・
椅
子
・
寄
木
・

箸
・
筆
立
・
杓
子
・
盆
・
椀
・
小
細
工
用
・
箱
類
等
）［

1］
/機

械
材
（
尺
度
・
度
量
器
等
）

［
1］

/彫
刻
材
（
版
木
等
）［

1］
/旋

作
材
［
1］

/下
駄
材
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
樹
皮
】
鳶
色
の
染
料

［
1］

木
本

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ

R
u
bu
s 
pa
lm
at
u
s

バ
ラ
科

キ
イ
チ
ゴ
属

木
本

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ

S
te
ph
an
an
d
ra
 i
n
ci
sa

バ
ラ
科

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ

属

木
本

ト
ネ
リ
コ

F
ra
xi
n
u
s 
ja
po
n
ic
a

モ
ク
セ
イ
科

ト
ネ
リ
コ
属

【
材
】
器
具
材
（
銃
砲
台
・
指
物
・
家
具
類
・
鏡
台
・
杓
子
・
把
柄
類
・
農
具
の
柄
・
洋
傘
の

柄
・
斧
の
柄
・
洋
杖
・
曲
木
・
野
球
用
バ
ッ
ト
・
ラ
ケ
ッ
ト
の
枠
・
鞭
・
棒
類
・
漆
器
木
地
等
）

［
1］

/機
械
材
（
測
量
用
三
脚
等
）［

1］
/車

輌
材
（
車
輪
等
）［

1］
/旋

作
材
（
ロ
ク
ロ
細
工
）

［
1］ 【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
樹
皮
】
眼
疾
・
痛
風

の
治
療
薬
［
9］

【
樹
皮
に
生
じ
る
虫
白

蝋
】
戸
障
子
や
敷
居
の

滑
り
に
用
い
る
［
1］

木
本

ア
オ
ダ
モ

F
ra
xi
n
u
s 
la
n
u
gi
n
os
a

モ
ク
セ
イ
科

ト
ネ
リ
コ
属

【
材
】
建
築
材
（
床
柱
）［

1,
3,
9］

/器
具
材
（
家
具
類
・
箪
笥
・
漆
器
木
地
・
把
柄
類
・
木

槌
・
箸
・
筆
立
・
天
秤
棒
・
野
球
用
バ
ッ
ト
・
ラ
ケ
ッ
ト
枠
・
洋
傘
の
柄
等
）［

1,
3,
9］

/機
械

材
［
1］

/櫛
材
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
樹
皮
】
痛
風
の
治
療

薬
，
消
炎
・
収
斂
剤

（
漢
方
）［

9］

【
樹
皮
の
浸
汁
】
製
墨

用
/イ

レ
ズ
ミ
の
消
毒

［
1］

木
本

マ
ル
バ
ア
オ
ダ
モ

F
ra
xi
n
u
s 
si
eb
ol
d
ia
n
a

モ
ク
セ
イ
科

ト
ネ
リ
コ
属

【
材
】
建
築
材
（
床
柱
）［

1］
/器

具
材
（
家
具
類
・
箪
笥
・
漆
器
木
地
・
把
柄
類
・
木
槌
・
天

秤
棒
・
筆
立
・
箸
・
野
球
用
バ
ッ
ト
・
ラ
ケ
ッ
ト
枠
・
洋
傘
の
柄
・
そ
の
他
諸
器
具
）［

1］
/機

械
材
［
1］

/櫛
材
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
樹
皮
の
浸
汁
】
製
墨

用
［
1］

木
本

イ
ボ
タ
ノ
キ

L
ig
u
st
ru
m
 
ob
tu
si
fo
li
u
m

モ
ク
セ
イ
科

イ
ボ
タ
ノ
キ
属

【
果
実
の
核
】
コ
ー

ヒ
ー
の
代
用
［
9］

【
枝
条
】
杖
/鞭

［
9］

木
本

ミ
ヤ
マ
イ
ボ
タ

L
ig
u
st
ru
m
 
ts
ch
on
os
ki
i

モ
ク
セ
イ
科

イ
ボ
タ
ノ
キ
属

木
本

ソ
ヨ
ゴ

Il
ex
 p
ed
u
n
cu
lo
sa

モ
チ
ノ
キ
科

モ
チ
ノ
キ
属

葉
の
煎
汁
：
褐
色
染
料

［
1,
3,
9］

【
材
】
建
築
材
（
床
柱
）［

1］
/器

具
材
（
洋
傘
の
柄
・
そ
ろ
ば
ん
玉
・
刷
毛
木
地
・
小
細
工
・

小
器
具
等
）［

1,
3,
9］

/櫛
材
［
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3,
9］

【
蝋
色
炭
】
漆
器
研
磨

［
3］

/【
枝
葉
】
榊
代

用
と
し
て
祭
神
用
と
す

る
［
1］

木
本

ア
オ
ハ
ダ

Il
ex
 m
ac
ro
po
d
a

モ
チ
ノ
キ
科

モ
チ
ノ
キ
属

【
葉
】
茶
の
代
用
（
熊

野
地
方
）［

1,
3,
9］

/

食
用
［
1
,
3
］
（
高
知

県
）

【
材
】
器
具
材
（
玩
具
・
寄
木
細
工
・
小
細
工
物
・
木
象
嵌
等
）［

1,
3,
9］

/旋
作
材
（
挽
物
・

杯
等
）［

1,
3］

/マ
ッ
チ
軸
木
材
［
1］

【
樹
皮
】
と
り
も
ち

［
3,
9］

木
本

ア
ワ
ブ
キ

M
el
io
sm
a 
m
yr
ia
n
th
a

ア
ワ
ブ
キ
科

ア
ワ
ブ
キ
属

【
材
】
小
細
工
物
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
9］

木
本

ミ
ヤ
マ
ハ
ハ
ソ

M
el
io
sm
a 
te
n
u
is

ア
ワ
ブ
キ
科

ア
ワ
ブ
キ
属

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
9］
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

ヌ
ル
デ

R
h
u
s 
ja
po
n
ic
a

ウ
ル
シ
科

ヌ
ル
デ
属

【
実
】
蝋
［
1］

【
若
芽
】
食
用
［
3］

【
葉
】
染
料
/鞣

皮
用
/

単
寧
酸
製
造
用
/イ

ン

キ
の
製
造
用
［
1］

【
材
】
器
具
材
（
小
細
工
物
・
箱
類
・
浮
木
・
挽
物
等
）［

3］
/旋

作
材
［
3］

/下
駄
材
［
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
3］

【
原
木
】
椎
茸
原
木
［
3］

【
樹
皮
】
染
料
［
1,
3］

木
本

ヤ
マ
ウ
ル
シ

T
ox
ic
od
en
d
ro
n
 
tr
ic
h
oc
ar
pu
m

ウ
ル
シ
科

ウ
ル
シ
属

【
若
芽
】
食
用
［
3］

【
葉
の
煎
汁
】
絹
糸
染

料
［
3,
9］

【
材
】
小
細
工
物
［
3］

/杭
［
3］

/か
ん
じ
き
の
材
料
［
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
3］

【
薄
片
】
籠
を
編
む

［
3］

木
本

エ
ゴ
ノ
キ

S
ty
ra
x 
ja
po
n
ic
a

エ
ゴ
ノ
キ
科

エ
ゴ
ノ
キ
属

【
種
皮
】
油
脂
を
塗
料

に
用
い
る
［
9］

【
果
実
】
水
田
の
肥

料
/小

鳥
（
特
に
ヤ
マ

ガ
ラ
）
の
飼
料
/有

毒

成
分
を
利
用
し
て
魚
を

採
る
［
1,
3,
9］

【
材
】
器
具
材
（
ろ
く
ろ
/傘

の
柄
/挽

物
/糸

巻
/玉

突
き
桿
/算

盤
玉
/パ

イ
プ
/漏

斗
/呑

口
/爪

楊
枝
/将

棋
駒
/木

櫛
/し

ぼ
が
現
れ
る
も
の
は
床
柱
）［

3,
9］

/海
苔
組
朶
［
3,
9］

/建
築
材
（
床

柱
等
）
/土

木
用
材
（
護
岸
用
）［

3,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3,
9］

【
木
灰
】
ガ
ラ
ス
器
・

漆
器
の
研
磨
［
9］

木
本

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク

S
ty
ra
x 
ob
as
si
a

エ
ゴ
ノ
キ
科

エ
ゴ
ノ
キ
属

【
種
子
】
油
脂
を
ろ
う

燭
に
用
い
る
［
1,
3,
9］

【
材
】
器
具
材
（
小
器
具
・
コ
マ
・
ヘ
ラ
・
将
棋
の
駒
・
杓
子
・
賞
用
・
玩
具
雑
小
器
具
・
経

木
・
マ
ッ
チ
軸
材
）［

1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3］

【
薄
く
剥
い
だ
材
】
籠

を
編
む
［
3］

木
本

カ
ツ
ラ

C
er
ci
d
ip
h
yl
lu
m
 
ja
po
n
ic
u
m

カ
ツ
ラ
科

カ
ツ
ラ
属

【
葉
】
抹
茶
［
1］
，
抹

香
［
9］

【
材
】
建
築
材
（
床
板
等
）［

1,
3,
9］

/器
具
材
（
和
洋
家
具
類
・
机
・
調
理
台
・
つ
け
台
・
塗

看
板
・
俎
板
・
洗
濯
板
・
裁
板
・
張
板
・
仏
壇
・
油
絵
ス
ケ
ッ
チ
板
・
仏
具
・
碁
盤
・
製
図
板
・

額
縁
・
写
真
焼
枠
・
ラ
ケ
ッ
ト
・
臼
・
杵
・
帽
子
型
・
靴
型
・
鋳
物
木
型
・
刷
子
木
地
・
箱
類
・

釜
蓋
・
小
刀
の
柄
・
煙
草
盆
・
漆
器
木
地
・
将
棋
盤
・
木
象
嵌
・
寄
木
・
シ
ャ
モ
ジ
・
そ
の
他
諸

器
具
等
）［

1,
3,
9］

/楽
器
材
（
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
の
キ
ー
や
外
囲
・
琵
琶
の
胴
等
）

［
1,
3,
9］

/機
械
材
（
度
器
・
井
戸

筒
・
調
革
車
・
時
計
枠
等
）［

1,
3,
9］

/土
木
用
材
（
橋

梁
・
枕
木
等
）［

1,
3,
9］

/船
舶
材
（
船
底
等
）［

1,
3,
9］

/彫
刻
材
（
版
木
・
鎌
倉
彫
・
神
像

等
）［

1,
3,
9］

/下
駄
材
（
下
駄
・
足
駄
歯
等
）［

1,
3,
9］

/旋
作
材
（
挽
物
）［

1,
3,
9］

/鉛
筆

材
［
1,
3,
9］

/合
板
［
1,
3,
9］

【
樹
皮
】
染
料
/屋

根

葺
［
1,
9］

ア
イ
ヌ
民

族
は
樹
皮
を
燃
や
し
た

灰
に
水
を
加
え
鍋
で
煮

て
こ
れ
を
冷
や
し
上
澄

み
を
髪
洗
に
使
っ
た

［
1］

木
本

キ
ブ
シ

S
ta
ch
yu
ru
s 
pr
ae
co
x

キ
ブ
シ
科

キ
ブ
シ
属

【
実
】
歯
を
染
め
る

（
丈
島
・
房
総
）

［
9］

/五
倍
子
の
代
用

［
1］

【
果
実
】
黒
色
染
料

［
3］

【
材
】
器
具
材
（
楊
子
材
・
傘
の
柄
・
呑
口
・
ス
テ
ッ
キ
）［

1,
3,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3］

昔
は
髄
を
燈
心
代
用
と

し
た
［
1,
3］

木
本

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

C
al
li
ca
rp
a 
ja
po
n
ic
a

ク
マ
ツ
ズ
ラ
科

ム
ラ
サ
キ
シ
キ

ブ
属

【
材
】
箸
/洋

傘
の
柄
［
9］

木
本

ク
サ
ギ

C
le
ro
d
en
d
ru
m
 
tr
ic
h
ot
om
u
m

ク
マ
ツ
ズ
ラ
科

ク
サ
ギ
属

【
新
芽
・
新
葉
】
食
用
，

佃
煮
［
9］
，
た
だ
れ
・

皮
膚
病
の
治
療
薬

［
1,
9］

【
葉
の
煎
汁
】
家
畜
の

シ
ラ
ミ
駆
除
［
9］

【
根
の
皮
】
利
尿
・
健

胃
作
用
［
1,
9］

【
材
】
下
駄
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

樹
幹
や
根
に
入
る
ク
サ

ギ
の
虫
は
子
供
の
カ
ン

の
薬
と
し
て
賞
用
さ
れ

る
［
1］

/イ
カ
の
疑
似

餌
（
沖
縄
）［

9］
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

ク
マ
ヤ
ナ
ギ

B
er
ch
em
ia
 r
ac
em
os
a

ク
ロ
ウ
メ
モ
ド

キ
科

ク
マ
ヤ
ナ
ギ
属

【
実
】
果
実
酒
［
8］

/

薬
用
［
8］

【
葉
】
茶
［
8］
，

【
芽
】
茶
［
8］

木
本

ヤ
マ
グ
ワ

M
or
u
s 
au
st
ra
li
s

ク
ワ
科

ク
ワ
属

【
果
実
】
果
実
酒
：
滋

養
強
壮
/低

血
圧
症
/不

眠
症
な
ど
に
対
応

［
9,
8］

【
実
】
生
食
/日

干
し

に
し
た
も
の
は
強
壮
効

果
あ
り
［
1,
9］

/醸
酒

用
［
1］

【
新
芽
】
煮
物
に
す
る

［
1,
9］

【
若
葉
】
食
用
/茶

の

代
用
［
1］

/駆
風
・
整

腸
薬
（
漢
方
）
/胃

腸

調
整
・
利
尿
薬
［
9］

/

養
蚕
［
9,
8,
1］

【
根
の
剥
皮
】
日
干
し

に
し
た
も
の
を
生
薬
で

桑
白
皮
と
い
い
，
消
炎

性
利
尿
・
緩
下
・
鎮

咳
・
去
痰
作
用
が
あ
る
。

五
虎
湯
に
配
合
（
漢

方
）
※
春
発
芽
前
に
掘

り
起
こ
し
た
根
に
限
る

［
3,
9］

【
材
】
建
築
材
（
和
洋
建
築
の
内
部
工
作
・
装
飾
用
・
床
柱
・
床
板
・
棚
板
等
）［

1,
3,
9］

/器

具
材
（
家
具
類
・
箪
笥
・
鏡
台
・
火
鉢
・
煙
草
盆
・
寄
木
・
額
縁
・
指
物
・
木
象
嵌
・
文
房
具
・

椀
・
如
意
・
漆
器
木
地
・
木
魚
・
撞
木
・
刷
子
木
地
・
馬
鞍
・
弓
・
側
木
・
箸
箱
・
箱
類
・
針
箱

等
）［

1,
3,
9］

/楽
器
材
（
提
琴
お
よ
び
三
弦
の
胴
等
）［

1,
3,
9］

/車
輌
材
（
雪
車
等
）

［
1,
3,
9］

/機
械
材
（
柱
時
計
・
銃
板
・
猟
銃
等
）［

1,
3,
9］

/旋
作
用
材
（
ロ
ク
ロ
細
工
・
茶

入
・
椀
・
念
珠
の
玉
・
黒
壺
・
挽
物
等
）［

1,
3,
9］

/履
物
材
（
雪
履
）［

1,
3］

/彫
刻
材

［
1,
3］

/櫛
材
［
1,
3］

【
樹
皮
】
和
紙
に
混
用

［
1,
3,
9］

木
本

ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ

L
on
ic
er
a 
gr
ac
il
ip
es

ス
イ
カ
ズ
ラ
科

ス
イ
カ
ズ
ラ
属

木
本

ガ
マ
ズ
ミ

V
ib
u
rn
u
m
 
d
il
at
at
u
m

ス
イ
カ
ズ
ラ
科

ガ
マ
ズ
ミ
属

【
果

実
】
果

実
酒

［
9］

/漬
け
汁
（
漬
物

加
工
・
菓
子
加
工
の
着

色
用
）［

8］

【
材
】
器
具
材
（
傘
の
柄
）［

9］

木
本

オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ

V
ib
u
rn
u
m
 
ph
le
bo
tr
ic
h
u
m

ス
イ
カ
ズ
ラ
科

ガ
マ
ズ
ミ
属

【
果
実
】
果
実
酒
［
9］

【
材
】
器
具
材
（
傘
の
柄
）［

9］

木
本

ニ
ガ
キ

P
ic
ra
sm
a 
qu
as
si
oi
d
es

ニ
ガ
キ
科

ニ
ガ
キ
属

【
材
】
器
具
材
（
寄
木
・
木
象
嵌
・
箱
類
・
曲
物
・
農
具
・
天
秤
棒
・
装
飾
用
等
）［

1,
3,
9］

/

車
輌
材
（
荷
馬
車
）［

1,
3］

/下
駄
材
［
1,
3,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3,
9］

【
枝
や
幹
の
心
材
片
】

生
薬
（
健

胃
薬
）

［
1
］

/
殺

虫
剤

［
1,
3,
9］

【
樹
皮
】
染
料
［
1,
3］
，

生
薬
（
健
胃
薬
・
消
化

剤
）［

1,
3］

木
本

サ
ワ
ダ
ツ

E
u
on
ym
u
s 
m
el
an
an
th
u
s

ニ
シ
キ
ギ
科

ニ
シ
キ
ギ
属

木
本

ツ
リ
バ
ナ

E
u
on
ym
u
s 
ox
yp
h
yl
lu
s

ニ
シ
キ
ギ
科

ニ
シ
キ
ギ
属

【
材
】
細
工
物
（
将
棋
の
駒
・
印
材
・
版
木
・
寄
木
細
工
・
弓
の
材
料
・
篩
）［

1,
9］

木
本

マ
ユ
ミ

E
u
on
ym
u
s 
si
eb
ol
d
ia
n
u
s

ニ
シ
キ
ギ
科

ニ
シ
キ
ギ
属

【
若
葉
】
食
用
［
1］

【
材
】
建
築
材
（
室
内
造
作
）［

1,
9］

/器
具
材
（
小
箱
・
枝
・
栞
・
木
釘
・
机
・
刀
の
鞘
・

箸
・
ヘ
ラ
・
装
飾
用
・
玩
具
・
寄
木
・
木
象
嵌
・
弓
・
挽
物
・
こ
け
し
・
箒
等
）［

1,
9］

/彫
刻

材
（
版
木
印
判
等
）［

1,
9］

/旋
作
材
［
1,
9］

/櫛
材
（
最
適
）［

1］
/船

帆
滑
車
［
1］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

木
本

タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ

S
ym
pl
oc
os
 c
or
ea
n
a

ハ
イ
ノ
キ
科

ハ
イ
ノ
キ
属

【
材
】
器
具
材
（
工
具
の
柄
・
小
細
工
物
）［

3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
3］

木
本

サ
ワ
フ
タ
ギ

S
ym
pl
oc
os
 s
aw
af
u
ta
gi

ハ
イ
ノ
キ
科

ハ
イ
ノ
キ
属

【
材
】
器
具
材
（
算
盤
の
球
・
定
規
・
木
象
嵌
・
指
物
細
工
・
将
棋
の
駒
・
杖
・
ペ
ン
軸
・
楊

子
・
洋
傘
の
柄
・
把
柄
類
・
彫
刻
・
版
木
等
［
1,
3,
9］

/楔
（
伐
木
用
）［

3,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3,
9］

【
木
灰
】
紫
根
染
の
媒

染
剤
［
3,
9］

【
枝
条
】
薪
を
束
ね
る

の
に
用
い
る
［
3,
9］

木
本

ホ
ツ
ツ
ジ

E
ll
io
tt
ia
 p
an
ic
u
la
ta

ツ
ツ
ジ
科

ホ
ツ
ツ
ジ
属
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

ネ
ジ
キ

L
yo
n
ia
 o
va
li
fo
li
a

ツ
ツ
ジ
科

ネ
ジ
キ
属

【
材
】
旋
作
材
［
1,
9］

/器
具
材
（
各
種
の
柄
・
洋
傘
の
柄
・
櫛
等
）［

1,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1］

【
木
灰
】
漆
塗
の
研
ぎ

出
し
に
用
い
る
［
1,
9］

木
本

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

R
h
od
od
en
d
ro
n
 
d
il
at
at
u
m

ツ
ツ
ジ
科

ツ
ツ
ジ
属

【
材
】
建
築
材
（
床
柱
）［

9］
/器

具
材
（
挽
物
）［

9］

木
本

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

R
h
od
od
en
d
ro
n
 
ka
em
pf
er
i

ツ
ツ
ジ
科

ツ
ツ
ジ
属

【
材
】
建
築
材
（
床
柱
）
/器

具
材
（
傘
の
柄
/箸

）［
9］

樹
皮
の
煎
汁
：
秋
田
黄

丈
に
用
い
る
［
9］

木
本

コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

R
h
od
od
en
d
ro
n
 
re
ti
cu
la
tu
m

ツ
ツ
ジ
科

ツ
ツ
ジ
属

木
本

バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ

R
h
od
od
en
d
ro
n
 
se
m
ib
ar
ba
tu
m

ツ
ツ
ジ
科

ツ
ツ
ジ
属

木
本

ア
ク
シ
バ

V
ac
ci
n
iu
m
 
ja
po
n
ic
u
m

ツ
ツ
ジ
科

ス
ノ
キ
属

木
本

ナ
ツ
ハ
ゼ

V
ac
ci
n
iu
m
 
ol
d
h
am
ii

ツ
ツ
ジ
科

ス
ノ
キ
属

【
実
】
果
実
酒
/ジ

ャ

ム
/漬

け
汁
/ア

イ
ス
ク

リ
ー
ム
［
8］

木
本

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ

D
es
m
od
iu
m
 
po
d
oc
ar
pu
m

マ
メ
科

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ

属

【
枝
条
】
手
工
芸
用
品

［
9］

木
本

マ
ル
バ
ハ
ギ

L
es
pe
d
ez
a 
cy
rt
ob
ot
ry
a

マ
メ
科

ハ
ギ
属

【
枝
条
】
手
工
芸
用
品

［
9］

木
本

サ
ン
シ
ョ
ウ

Z
an
th
ox
yl
u
m
 
pi
pe
ri
tu
m

ミ
カ
ン
科

サ
ン
シ
ョ
ウ
属

【
花
】
調
理
香
辛
料

［
1,
3,
9］

【
実
】
調
理
香
辛
料

［
1,
3,
9］

/止
瀉
発
汗

［
3］

【
新
葉
】
食
用
，
調
理

香
辛
料
［
1,
9］

芽
：
生
食
用
［
8,
3］

/

佃
煮
［
8,
3］

生
【
葉
】
毒
虫
の
刺
さ

れ
に
塗
る
［
3］

【
材
】
器
具
材
（
旋
削
に
よ
る
筆
筒
・
巻
煙
草
入
れ
・
茶
托
・
洋
傘
の
柄
・
ス
テ
ッ
キ
等
）

［
1,
3,
9］

/旋
作
材
［
1,
3,
9］

/す
り
こ
ぎ
［
1,
3,
9］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3,
9］

【
樹
皮
】
食
用
，
調
理

香
辛
料
［
9
］
/
生
薬

［
3,
9］

木
本

ハ
ナ
イ
カ
ダ

H
el
w
in
gi
a 
ja
po
n
ic
a

ミ
ズ
キ
科

ハ
ナ
イ
カ
ダ
属

【
若
芽
】
食
用
（
和
え

物
・
天
ぷ
ら
等
）［

8］

木
本

ミ
ズ
キ

S
w
id
a 
co
n
tr
ov
er
sa

ミ
ズ
キ
科

ミ
ズ
キ
属

【
材
】
建
築
材
（
梁
）［

1,
3］

/器
具
材
（
漆
器
丸
物
木
地
・
台
類
・
把
柄
類
・
農
具
の
柄
・
洋

傘
の
柄
・
荷
棒
・
馬
鞍
・
箸
・
橇
・
玩
具
・
杓
子
・
喫
煙
パ
イ
プ
・
糸
巻
・
コ
ケ
シ
木
地
・
看

板
・
花
立
・
刷
子
木
地
・
楊
枝
・
紡
績
用
木
管
等
）［

1,
3,
9］

/彫
刻
材
（
印
材
）［

1,
3,
9］

/旋

作
材
（
挽
物
・
組
紐
台
・
ラ
ム
ネ
玉
抜
き
・
ロ
ク
ロ
細
工
等
）［

1,
3,
9］

/下
駄
材
［
1,
3］

/櫛

材
［
1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
［
1,
3,
9］

【
樹
皮
】
煎
汁
に
楊
梅

皮
を
混
ぜ
糸
の
下
地
染

に
用
い
る
［
9］

木
本

ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ

S
ta
ph
yl
ea
 b
u
m
al
d
a

ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ

科

ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ

属

【
新
葉
】
食
用
［
1,
9］

【
若
芽
】
食
用
（
和
え

物
・
天
ぷ
ら
等
）［

8］

【
材
】
木
釘
/箸

［
1,
9］

木
本

ウ
ツ
ギ

D
eu
tz
ia
 c
re
n
at
a

ユ
キ
ノ
シ
タ
科

ウ
ツ
ギ
属

【
果
実
を
乾
燥
さ
せ
た

も
の
】
利
尿
剤
（
生

薬
）［

9］

【
葉
】
利
尿
剤
（
生

薬
）［

9］

【
材
】
器
具
材
（
木
釘
/楊

子
/樽

の
呑
口
/寄

木
細
工
）［

9］
【
内
皮
】
顔
の
発
疹
の

薬
［
9］
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

木
本

コ
ア
ジ
サ
イ

H
yd
ra
n
ge
a 
h
ir
ta

ユ
キ
ノ
シ
タ
科

ア
ジ
サ
イ
属

木
本

リ
ョ
ウ
ブ

C
le
th
ra
 b
ar
bi
n
er
vi
s

リ
ョ
ウ
ブ
科

リ
ョ
ウ
ブ
属

芽
：
食
用
（
天
ぷ
ら

等
）［

8］

【
若
葉
】
煮
て
食
用
に

す
る
［
1,
3,
9］

【
材
】
皮
付
き
丸
太
：
床
柱
［
1,
3,
9］

器
具
（
筆
立
茶
器
）［

1］
/旋

作
材
［
1,
3］

【
燃
材
】
薪
炭
材
（
良
質
）［

1,
3］

木
本

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ

A
ke
bi
a 
tr
if
ol
ia
ta

ア
ケ
ビ
科

ア
ケ
ビ
属

【
果
実
・
果
皮
】
食
用

［
11
］

芽
：
食
用
［
11
,1
3］

木
本

オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ

C
el
as
tr
u
s 
or
bi
cu
la
tu
s

ニ
シ
キ
ギ
科

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド

キ
属

木
本

ノ
ブ
ド
ウ

A
m
pe
lo
ps
is
 g
la
n
d
u
lo
sa

ブ
ド
ウ
科

ノ
ブ
ド
ウ
属

木
本

サ
ル
ナ
シ

A
ct
in
id
ia
 a
rg
u
ta

マ
タ
タ
ビ
科

マ
タ
タ
ビ
属

【
果
実
】
生
食
/果

実

酒
ジ
ャ
ム
/ワ

イ
ン
/シ

ロ
ッ
プ
等
［
8,
13
］

【
若

芽
】
生

食
用

［
8］

/健
康
茶
［
8］

自
然
発
酵
さ
せ
サ
ル
ナ

シ
酢
を
作
る
［
8］

【
樹
液
】
腎
臓
病
に
効

果
あ
り
［
11
］

木
本

マ
ツ
ブ
サ

S
ch
is
an
d
ra
 r
ep
an
d
a

マ
ツ
ブ
サ
科

マ
ツ
ブ
サ
属

【
果
実
】
生
食
/薬

用

酒
/
ジ
ャ
ム
/
ゼ
リ
ー
/

浴
用
剤
/香

料
等
［
8］

木
本

フ
ジ

W
is
te
ri
a 
fl
or
ib
u
n
d
a

マ
メ
科

フ
ジ
属

【
花
】
食
用
（
酢
の

物
・
ジ
ャ
ム
・
花
酒
）

【
新
芽
】
食
用
（
和
え

物
・
お
ひ
た
し
）［

13
］

【
若
葉
】
食
用
［
13
］

木
本

ツ
ル
ア
ジ
サ
イ

H
yd
ra
n
ge
a 
pe
ti
ol
ar
is

ユ
キ
ノ
シ
タ
科

ア
ジ
サ
イ
属

【
新
芽
】
食
用
（
酢
の

物
・
お
ひ
た
し
等
）

［
11
,1
3］

木
本

イ
ワ
ガ
ラ
ミ

S
ch
iz
op
h
ra
gm
a 
h
yd
ra
n
ge
oi
d
es

ユ
キ
ノ
シ
タ
科

イ
ワ
ガ
ラ
ミ
属

【
新
芽
】
食
用
（
お
ひ

た
し
・
酢
の
物
・
和
え

物
等
）［

8,
13
,1
1］

木
本

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

S
m
il
ax
 c
h
in
a

ユ
リ
科

サ
ル
ト
リ
イ
バ

ラ
属

【
熟
果
】
果
実
酒
［
9］

【
若
葉
】
食
用
（
お
ひ

た
し
・
和
え
物
等
）

［
13
］
/菓

子
や
餅
を
包

む
の
に
用
い
る
（
西
日

本
）［

13
］

草
本

ア
カ
ネ

R
u
bi
a 
ar
gy
i

ア
カ
ネ
科

ア
カ
ネ
属

草
本

タ
ニ
タ
デ

C
ir
ca
ea
 e
ru
be
sc
en
s

ア
カ
バ
ナ
科

ミ
ズ
タ
マ
ソ
ウ

属

草
本

ア
オ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ

F
es
tu
ca
 o
vi
n
a

イ
ネ
科

ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ

属

草
本

チ
ヂ
ミ
ザ
サ

O
pl
is
m
en
u
s 
u
n
d
u
la
ti
fo
li
u
s

イ
ネ
科

チ
ヂ
ミ
ザ
サ
属

草
本

ス
ズ
タ
ケ

S
as
am
or
ph
a 
bo
re
al
is

イ
ネ
科

ス
ズ
タ
ケ
属

草
本

ヤ
ブ
マ
オ

B
oe
h
m
er
ia
 j
ap
on
ic
a

イ
ラ
ク
サ
科

カ
ラ
ム
シ
属
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

草
本

ア
カ
ソ

B
oe
h
m
er
ia
 s
il
ve
st
ri
i

イ
ラ
ク
サ
科

カ
ラ
ム
シ
属

草
本

ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ

E
la
to
st
em
a 
ja
po
n
ic
u
m

イ
ラ
ク
サ
科

ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ

属

【
若
葉
】
食
用
（
天
ぷ

ら
・
お
ひ
た
し
，
塩
漬

け
，
し
ょ
う
ゆ
漬
，
つ

く
だ
煮
等
）［

8］

草
本

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ

L
ap
or
te
a 
bu
lb
if
er
a

イ
ラ
ク
サ
科

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク

サ
属

草
本

イ
ラ
ク
サ

U
rt
ic
a 
th
u
n
be
rg
ia
n
a

イ
ラ
ク
サ
科

イ
ラ
ク
サ
属

草
本

オ
オ
バ
コ

P
la
n
ta
go
 a
si
at
ic
a

オ
オ
バ
コ
科

オ
オ
バ
コ
属

【
種
子
を
乾
燥
さ
せ
た

も
の
】
咳
止
め
（
煎
じ

て
飲
む
）［

11
］

【
若
葉
】
食
用
（
お
ひ

た
し
・
和
え
物
・
天
ぷ

ら
等
）［

11
,1
3］

【
葉
】
薬
用
（
健
胃
・

利
尿
効
果
）［

11
］

草
本

ヒ
メ
カ
ン
ス
ゲ

C
ar
ex
 c
on
ic
a

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科

ス
ゲ
属

草
本

カ
ン
ス
ゲ

C
ar
ex
 m
or
ro
w
ii

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科

ス
ゲ
属

草
本

ミ
ヤ
マ
カ
ン
ス
ゲ

C
ar
ex
 m
u
lt
if
ol
ia

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科

ス
ゲ
属

草
本

オ
オ
イ
ト
ス
ゲ

C
ar
ex
 s
ac
h
al
in
en
si
s

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科

ス
ゲ
属

草
本

タ
ガ
ネ
ソ
ウ

C
ar
ex
 s
id
er
os
ti
ct
a

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科

ス
ゲ
属

草
本

ソ
バ
ナ

A
d
en
op
h
or
a 
re
m
ot
ifl
or
a

キ
キ
ョ
ウ
科

ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン

ジ
ン
属

【
若
芽
】
滋
養
強
壮
食

品
［
8］

/食
用
（
お
ひ

た
し
・
酢
の
物
等
）
/

生
食
［
13
］

草
本

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ

C
am
pa
n
u
la
 p
u
n
ct
at
a

キ
キ
ョ
ウ
科

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ

属

草
本

モ
ミ
ジ
ハ
グ
マ

A
in
sl
ia
ea
 a
ce
ri
fo
li
a

キ
ク
科

モ
ミ
ジ
ハ
グ
マ

属

草
本

キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ

A
in
sl
ia
ea
 a
pi
cu
la
ta

キ
ク
科

モ
ミ
ジ
ハ
グ
マ

属

草
本

オ
ケ
ラ

A
tr
ac
ty
lo
d
es
 o
va
ta

キ
ク
科

オ
ケ
ラ
属

【
若
芽
】
食
用
（
お
ひ

た
し
・
和
え
物
・
天
ぷ

ら
，
煮
浸
し
，
う
の
は

な
漬
）［

8,
13
］

【
葉
】
漢
方
薬
の
一
つ

［
8］

草
本

ヤ
マ
ニ
ガ
ナ

L
ac
tu
ca
 r
ad
d
ea
n
a

キ
ク
科

ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ

属

草
本

サ
ワ
ギ
ク

N
em
os
en
ec
io
 n
ik
oe
n
si
s

キ
ク
科

サ
ワ
ギ
ク
属

草
本

カ
シ
ワ
ハ
グ
マ

P
er
ty
a 
ro
bu
st
a

キ
ク
科

モ
ミ
ジ
ハ
グ
マ

属

草
本

オ
オ
バ
シ
ョ
ウ
マ

C
im
ic
if
u
ga
 j
ap
on
ic
a

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ

ウ
マ
属
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表
１

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
資
源
植
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
続
き
）

タ
イ
プ

和
名

学
名

科
名

属
名

花
実

葉
根

幹
枝
（
材
）

幹
枝（

そ
の
他
）

草
本

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
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ニガワハンノキ，カツラ，ヤマツツジ，クヌギ，ミ

ズナラ，ミズキ等13種），研磨材（木炭，木灰：エ

ゴノキ，ネジキ，ソヨゴ，ホオノキ，コブシ），糊

料（ウリカエデ，カラコギカエデ），繊維（ヤマウ

ルシ，ハクウンボク，ウリカエデ），和紙（ヤマグ

ワ）など多岐にわたった（表３）。

考 察

木本植物と比 すると，ヒノキ人工林の林床に出

現する草本植物の有用性は著しく低かった。資源植

物とされる草本植物は少なくないが ，これら

は林内よりも林縁や河川沿いなどに多い可能性があ

る。すなわち，草本の資源植物の利用を考える場合，

間伐等の林分レベルでの森林管理よりも，地形や林

道設計などの景観レベルでの森林管理が重要である。

一方，木本植物の65％が材としての有用性を示し

たが，ヒノキ人工林の低木層に出現する木本植物は

胸高直径５㎝以下と小径であることから ，建築材

や器具材としての利用は困難であると考えられた。

また，すりこぎ（サンショウ）などの器具材として

の利用は可能であるが，樹種，用途，ともに限定さ

れる。これらを利用可能な状態に育成するのであれ

ば，間伐をさらに加えて混交林へ誘導するか，広葉

樹林への転換を考えなくてはならない。

木本植物の花・実，葉，樹皮などは，食用のほか

薬用や香料の原料として有用であった。これらの利

用可能性を考えると，樹皮に関しては個体サイズの

制約を受けるため困難であると考えられるが，一方

で花実や葉については一定量の収穫が見込める。し

たがって，有用可能な木本植物をヒノキ人工林の林

床で選択的に育成し，経済価値の高い植物として販

売することは可能であると考えられる。ただし，こ

れらに関しては，植物サイズが大きくなりすぎると，

逆に収穫作業が困難になるので，定期的に伐採を加

え，萌芽再生を利用した管理を行っていく必要があ

るだろう。なお，花・実については，潜在的に利用

可能なことが明らかにされたが，実際に，光の不足

する林床において繁殖プロセスにいたっているのか

否かは不明であり，今後検討する必要がある。
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Summary
 

To discuss the possibility to make use of economically important plants in Japanese cypress planta-

tion, we surveyed the vegetation of 54 plantations and proposed the economically important plants
 

database for appeared 153 species. 78 species of 153 appeared species (51%)was useful as wild plant
 

resource.Although timber of 60 species(39%)was useful,their size was not enough large to use as timber
 

woods or fire woods in the Japanese cypress plantations.Flowers, fruits, nuts, leaves, and roots of 57
 

species (37%)were useful as foods,medicines and dyes.

Key word：economically important plant, database, Japanese cypress plantation, Tera-Sawayama
 

Experiment Forest
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